
第２回 横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議 

 

 

日時 平成 24 年７月 11日（水） 午後 2:00～午後 4:00 

場所 横浜市戸塚地区センター２階 Ａ会議室      

 

 

 

次 第 

 

１．開会 

 

 

２．議事 

（１）報告事項 

  ア 横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議運営要綱の変更について 

（２）協議事項 

ア 委員長代理の指名について 

イ 戸塚駅西口第３地区の将来像、導入機能案について 

    （ア）前回要望の対応について 

    （イ）市民意見募集の実施結果について 

    （ウ）まちづくりの会プレゼンテーション 

    （エ）将来像、導入機能案について協議 

 

３．閉会 

 

 

 

 

資料－1  横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議運営要綱 
資料－2  戸塚駅西口第３地区内通り名図面 
資料－3  検討対象用地実測図 
資料－4  戸塚駅西口第３地区内平成 22 年歩行者通行量 
資料－5  戸塚駅周辺市場環境 
資料－6  横浜市戸塚駅西口第３地区内関係者市有地活用案募集資料 
資料－7-1 意見募集結果 
資料－7-2 戸塚駅西口第三地区の市有地活用地域活性化策の提案 

（戸塚駅西口第三地区まちづくりの会） 



横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議運営要綱新旧対照表 

 
※下線部分が改正部分 

旧 新 
（省  略） 

 
（組織） 

第３条 検討会議は委員 10人以内をもって組織する。 

２ 検討会議の委員は、町内会代表や地元商店会代表、また、

弁護士や商業コンサルタント、まちづくりなどの知識を有

する学識経験者及び有識者の中から選定し、市長が委嘱す

る。 

 
（省  略） 

 
附 則 
（施行期日） 
１ この要綱は、横浜市附属機関設置条例の一部を改正する

条例（平成 24 年２月横浜市条例第４号）の施行日から施行

する。 
 

（省  略） 
 

（組織） 

第３条 検討会議は委員 10人以内をもって組織する。 

２ 検討会議の委員は、町内会代表や地元商店会代表、また、

弁護士や商業コンサルタント、まちづくりの知識を有する

学識経験者及び有識者の中から選定し、市長が委嘱する。 

 

 

（省  略） 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、横浜市附属機関設置条例の一部を改正する

条例（平成 24 年２月横浜市条例第４号）の施行日から施行

する。 

 

附 則 

  この要綱は、平成 24 年７月 11日から施行する。 
 

資料－１ 



横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議運営要綱 

 

 制 定 平成 24年３月 28日 

最近改正 平成 24年７月 11日 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、横浜市附属機関設置条例第２条に規定する横浜市戸塚駅西口第

３地区市有地活用検討会議（以下「検討会議」という。）の運営に必要な基本事項

を定める。 

 

（所掌事務） 

第２条 検討会議は戸塚駅西口第３地区に位置する市有地（別図）の活用に関する検

討を行い、提言を行うこととする。 

 

（組織） 

第３条 検討会議は委員 10人以内をもって組織する。 

２ 検討会議の委員は、町内会代表や地元商店会代表、また、弁護士や商業コンサル

タント、まちづくりの知識を有する学識経験者及び有識者の中から選定し、市長が

委嘱する。 

 

（委員長） 

第４条 検討会議に委員長１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、検討会議の会議（以下「会議」という。）を掌理し、議長となる。 

３ 委員長に事故があるとき、または委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長の指

名する委員がその職務を代理する。 

 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は、平成 25年３月 31日までとする。ただし、委員が欠けた場合

における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（検討会議の招集及び定足数） 

第６条 検討会議は、委員長が招集する。 

２ 検討会議の定足数は、委員の半数を超える出席を要するものとする。 

３ 委員は会議に出席できない場合は、その旨をあらかじめ委員長に届け出なければ

ならない。 

 

（委員の代理） 

第７条 委員の代理は、認めないこととする。 

 



（意見の聴取等） 

第８条 検討会議は、会議の運営上必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、

その意見または説明を聞くほか、資料の提出その他必要な協力を求めることができ

る。 

２ 傍聴を認める者の定員は委員長が定める。 

 

（会議の公開） 

第９条 横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12 年２月横浜市条例第１

号）第 31条の規定により、検討会議の会議については一般に公開するものとする。

ただし、同条ただし書きの規定による場合は、その限りではない。 

 

（秩序の維持） 

第１０条 傍聴者は、会場の指定された場所に着席しなければならない。 

２ 傍聴者は、会場において写真撮影、録画、録音等を行ってはならない。ただし、

委員長が許可した場合は、この限りではない。 

３ 危険物を持っている者、酒気を帯びている者その他委員長が会議の運営に支障が

あると認める者は、会場に立ち入ってはならない。  

 

（会場からの退去） 

第１１条 委員長は、傍聴者が会議の進行を妨害する等会議の運営に支障となる行為

をするときは、当該傍聴者に会議の運営に協力するよう求めるものとする。この場

合において、委員長は、当該傍聴者がこれに従わないときは、会場からの退去を命

じることができる。  

 

（開会、閉会） 

第１２条 会議の開会及び閉会は、委員長が宣告して行う。  

 

（定足数に関する措置） 

第１３条 開会時刻後、相当の時間を経過しても出席委員数が定足数に達しないとき

は委員長は流会を宣告する。  

 

（退席） 

第１４条 委員は、会議中は原則として退席できない。ただし、やむを得ず退席しよ

うとするときは、その旨を告げて委員長の承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定の適用を受け、委員が退席する場合においては、定足数に影響を与え

ないものとする。  

 

 

 



（発言） 

第１５条 発言しようとする委員は、委員長の許可を受けなければならない。 

２ 発言は、議題外にわたることはできない。 

３ 委員長は、議事を整理するために必要があると認めたときは、委員の発言を止め、

又は議事を中止することができる。 

４ 委員長は、委員が第１項、第２項、第３項に従わない場合は、委員の退席を求め

ることができる。この場合においては、定足数に影響を与えないものとする。  

 

（採決） 

第１６条 委員長は、採決しようとするときは、その旨を宣告する。 

２ 採決の際会議場にいる委員は、表決しなければならない。 

３ 表決には、条件を付けることができない。 

４ 検討会議の議事は出席した委員の３分の２を超える表決をもって決する。 

５ 第２条に定める提言の採決において３分の２を超える表決を得られない場合は、

その時点の複数の案を整理して提言とする。 

 

（議事録） 

第１７条 横浜市審議会等の会議の公開に関する要綱第８条により、議事録等の写し

等を、担当課及び横浜市市民情報センターにおいて１年間閲覧に供するとともに、

ホームページへ掲載するものとする。 

２ 委員長は、会議を開催したときは、議事録を作成し、出席及び欠席委員の氏名、

議事の要領並びに議決の結果その他必要と認める事項を記載しなければならない。 

３ 議事録には、委員長及び委員長の指名する委員１人が署名しなければならない。 

 

（庶務） 

第１８条 検討会議の庶務は、都市整備局市街地整備部市街地整備推進課及び市街地

整備調整課において処理する。 

 

（委任） 

第１９条 この要綱に定めるほか、検討会議の組織及び運営に関し必要な事項は、委

員長が検討会議に諮って定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、横浜市附属機関設置条例の一部を改正する条例（平成 24 年２月横

浜市条例第４号）の施行日から施行する。 

 

附 則 

  この要綱は、平成 24年７月 11日から施行する。 



別図 

 

 

 

 

 

 

 

      市有地 

戸塚駅 

朝日橋 

柏
尾
川 

国
道
１
号
線 



 

柏
尾
川 

戸塚駅 

国
道
１
号 

旭
町
通
り 

図
書
館
通
り 

戸塚駅西口第１地区第二種 

市街地再開発事業 

至横浜 

至大船 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線 

リ
バ
ー
サ
イ
ド
通
り 

農協前通り 

中
通
り 

① 

② 

③ 

資料－２ 
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A:年間商品販売
額（万円）

B:売場面積
（㎡）

C:A/B（万
円/㎡）

A:年間商品販売
額（万円）

B:売場面積
（㎡）

C:A/B（万
円/㎡）

戸塚駅西口 1,922,165 22,537 85.3 1,348,926 21,448 62.9
戸塚駅東口 2,507,522 28,547 87.8 1,655,109 22,956 72.1
戸塚駅前（西口＋東口） 4,429,687 51,084 86.7 3,004,035 44,404 67.7
東戸塚駅前 5,018,333 72,008 69.7 6,658,348 92,129 72.3
大船駅 2,052,919 19,559 105.0 2,140,199 18,931 113.1

平成19年平成14年
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駅前の年間商品販売額（参照：H14、H19 商業統計調査） 駅周辺地価変遷（商業地） （参照：国土交通省公示地価） 

地価変動率（H20 を基準として作成） 

H20 H21 H22 H23 H24
戸塚駅前 565000 563000 561000 561000 572000
変動率 / -0.4% -0.4% 0.0% 2.0%
東戸塚駅前 790000 780000 770000 763000 760000
変動率 / -1.3% -1.3% -0.9% -0.4%
大船駅前 792000 779000 746000 731000 721000
変動率 / -1.6% -4.2% -2.0% -1.4%
横浜市平均 556700 534000 497900 477800 476500
変動率 / -4.1% -6.8% -4.0% -0.3%

（商業地） 

※H14 調査区域は点線、H19 調査区域は実線で示しております。 

資料―５ 
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年齢階層別人口構成（参照：住民基本台帳） 

年齢階層別人口の推移（５年間）※コーホート分析を利用 

※最新の人口データとその 5年前の人口データを比較 

戸塚区の人口と 

65 歳以上の人口割合（戸塚区・横浜市） 

（参照：横浜市統計書） 
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横浜市営地下鉄線（ブルーライン）での比較
順位 駅名 乗車人数

1 横浜 63,912
2 戸塚 41,398
3 あざみ野 38,548
4 上大岡 33,816

5 新横浜 32,255
6 センター南 22,774
7 湘南台 22,553
8 関内 21,948
9 上永谷 18,617

10 センター北 17,593

（ 　横浜副都心地域　）

順位 駅名 乗車人数

1 横浜 1,140,074
2 戸塚 147,060

3 日吉 138,437

4 長津田 123,237

5 菊名 116,632

6 上大岡 103,498

7 大船 93,679

8 鶴見 90,596

9
新横浜（新
幹線除く）

88,670

10 関内 77,218
11 桜木町 76,920

12 東戸塚 57,754

13 みなとみらい 57,086

14 青葉台 54,253
15 元町・中華街 53,815

※参考
鶴ヶ峰・二俣
川

68,346

駅乗車人数（横浜市内）

順位 駅名 路線 乗車人数

1 横浜 東海道線他 398,052

2 戸塚 東海道線 105,662

3 大船
東海道線、
根岸線

93,679

4 鶴見 京浜東北線 76,665

5 桜木町
京浜東北
線、根岸線

61,536

6 東戸塚 東海道線 57,754
7 長津田 横浜線 56,769

8
新横浜（新
幹線除く）

横浜線 56,415

9 関内
京浜東北
線、根岸線

55,270

10 菊名 横浜線 50,969

JR線での比較

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅乗車人数の比較（参照：横浜市統計書）  

※JR、みなとみらい線は平成 22 年度乗車人数、その他の路線は平成 23年度乗車人数を使用。 



戸塚駅西口第 3地区市有地活用にかかわる意見募集  
 
1 戸塚駅西口第 3地区の市有地活用について 

戸塚駅西口第 3 地区内の市有地の活用について、平成 24 年度内に横浜市への活用案の提言
を目標に 4 月 18 日に「戸塚駅西口第 3 地区市有地活用検討会議」（委員長 山路 清貴）を
設置し、検討をスタートさせたところです。 
委員会での検討基礎資料として、地区の皆様方からも市有地活用についてのご意見を募集し

たいと考えておりますので、下記の（１）、（２）、（３）に示す内容をお読みになって、ご意見
をいただければと思います。 

 

（１）対象とする市有地 

右表の①～③の市有地が意見募集の対象です。 
 
 
 
 
 

 

  

（２）地区のまちづくりの状況 

商業地域の第 3地区では、地区計画により地域の皆様が中心となりまちづくりを進めてきて
おります。 
名称 戸塚駅西口第３地区地区計画 
位置 横浜市戸塚区上倉田町及び戸塚町 
面積 約 3.8ha 
区 
域 
の 
整 
備 
・ 
開 
発 
及 
び 
保 
全 
の 
方 
針  

地区計画
の目標 

 当地区は、ＪＲ及び横浜市営地下鉄戸塚駅から南西約 200ｍに位置し、「都市計画マスター
プラン・戸塚区プラン」で、業務・商業・文化など多様な機能の集積を目標とする「戸塚駅周辺
地区」内にある。 
 当地区は、戸塚駅に連絡する旭町通りを中心に、戸塚駅周辺の生活を支える商店街が形成
されているとともに、地域に親しまれた歩行空間である柏尾川プロムナードや戸塚駅西口第１
地区第二種市街地再開発事業区域にも隣接している。 
 また、横浜市が策定した「まちづくり計画」として主要な道路幅員を定め、道路改良や建て替
え時の後退を進めている。 
 このような地域の持つ資源や特性などに応じて、時代に即した協働のまちづくりを進めるた
め、現在の商店街の魅力を最大限に活かしつつ、親しみとにぎわいのある界隈を創出するとと
もに、土地・建築物の共同化等による土地利用の高度化・市街地の不燃化を促進し、併せて
戸塚駅やその周辺と連絡する快適で安全な歩行空間のある魅力的な街並みを創造することを
目的とする。     

土地利用
の方針 

 既存の商業集積を活かすとともに、その商業機能と業務・居住等の機能が共存する調和型
の市街地の形成を図る。また商店街の中心として発展してきた旭町通りの沿道は、建築物の
低層部での住宅利用を制限し、にぎわいの連続性を確保する。 
 また、土地・建築物の共同化による高度利用によって、多くの人が集まる空間を創出するとと
もに、市街地の不燃化を促す。  

地区施設
の整備方
針 

 当地区の骨格的な車両動線として国道 1 号と戸塚駅方面を結ぶ区画道路Ａを計画するとと
もに、区画道路Ａに区画道路Ｂを接続し、当地区内への車両アクセスの向上を図る。 
 また、戸塚駅方面との歩行者の連絡を考慮し、従来からの商店街である旭町通りと図書館通
りを主要な歩行者動線として位置付けるとともに、特にこれらの道路の北側部分については、
歩車共存機能を持たせたコミュニティゾーンとして整備する。  

建築物等
の整備の
方針 

 親しみとにぎわいのある界隈として、建築物の用途の制限及び建築物等の形態意匠の制限
について定める。  

 

 
地区整備計画 

地
区
施
設
の 

配
置
及
び
規
模 

種類 名称 幅員 延長 備考 
区画道路 区画道路Ａ 9～11m 約 360m   

区画道路Ｂ 7m 約 200m   
コミュニ
ティゾー
ン 

旭町通り北 6m 約 60m   
図書館通り北 4.5m 約 60m   

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建
築
物
の
用
途
の
制
限 

建
築
物
の
用
途
の
制
限 

次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。  
1. １階を住宅、共同住宅、寄宿舎又は下宿の用に供するもの（１階の住宅、共

同住宅、寄宿舎又は下宿の用に供する部分が、廊下又は広間の類、階段、エ
レベーターその他これらに類するもののみであるもの及び旭町通りに接しな
い敷地にあるものを除く。）  

2. 自動車教習所  
3. 倉庫業を営む倉庫  
4. キャバレー、料理店、ナイトクラブ、ダンスホールその他これらに類するも

の  
5. 勝馬投票券発売所、場外車券売場及び場外勝舟投票券発売所  
6. 危険物の貯蔵又は処理に供するもの（自己の使用のための貯蔵施設その他こ

れに類するものを除く。）      
7. 個室付浴場業に係る公衆浴場その他これに類する建築基準法施行令第１３０

条の９の２に定めるもの 
建築物等の形態意
匠の制限 

旭町通りに面する建築物の１階部分は、歩行者空間のにぎわいを形成
する意匠とする。  

 

 
 
（３）地区周辺の施設状況 

  戸塚駅西口第３地区の周辺には図のように様々な施設 

が配置されています。 （※主な施設を載せています。） 

 

番号 名 称 面積（㎡） 用途地域 
① 旧バス 

センター 
約 1,710 商業地域 

② 旧バス 
センター横 

約 270 商業地域 

③ 暫定 
駐輪場 

約 860 近隣商業 
地域 

保育園・幼稚園・学校等 
1. 横浜 YMCAスポーツ専門学校  
2～18．保育園・幼稚園  
19.明治学院大学 

福祉施設 
1．上倉田地域ケアプラザ   
2．特定施設（介護付有料老人ホーム）  
3．障害者地域作業所 

商業施設 
1. ｱﾋﾟﾀ戸塚店    2．戸塚ﾓﾃﾞｨ 
3．ﾄﾂｶｰﾅﾓｰﾙ     4．ｻｸﾗｽ戸塚 
5．戸塚ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 6．ﾀﾞｲｴｰ戸塚店 

医療施設 
1．戸塚共立第一病院  
2．戸塚共立第二病院 

 

行政施設 
1. 戸塚区役所   2．行政ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 
3．戸塚税務署  4．戸塚消防署 
5．戸塚郵便局  6．戸塚警察署  
7．戸塚県税事務所  
8．戸塚図書館、公会堂  
9．戸塚公共職業安定所 
10．横浜市シルバー人材センター 
11．横浜西地域産業保険センター 

地域交流等 
1．戸塚ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ  
2．男女共同参画ｾﾝﾀｰ 3．戸塚地区ｾﾝﾀｰ 

 

公園 
1～24．面積 1,000㎡以上の街区公園 
  

－１－ －２－ 

1.0km 

戸塚駅 

柏
尾
川 

0.5km 

横浜方面 

第３地区 

Ｊ
Ｒ 

大船方面 

戸塚区役所 

柏
尾
川 

Ｊ
Ｒ 

戸塚駅西口第１地区 
事業中 

① 
② 

③ 

検討対象の市有地 



戸塚駅西口第 3地区内の市有地の活用についてのご意見をお願いします。 
    ※なお、対象市有地については裏面１ページの（１）をご覧ください。 
 

１．戸塚駅西口第３地区を親しみと賑わいのある界隈を創出するために、どのようなイメージの

街になると良いと思いますか。 

どのようなイメージの街 理由 
(例) 
・学生が多く立寄る街 
・ﾌｧﾐﾘｰがくつろげる街 
・駅利用者が立寄れる街 

(例) 
・近くにある大学等から学生が立寄ると賑わいが創出される 
・ﾌｧﾐﾘｰで来て一日過ごせると親しみと賑わいが創出される 
・通勤客が気楽に立寄れると、週末も賑わうのではないか 

 
 
 
 

 

 
２．検討対象の３か所の市有地について、導入したい機能や施設及び理由を、具体的に記入して

ください。なお、①と②については隣接しているため一体的に考えて記入しても構いません。

また、記入にあたっては下記の事例【用途・機能表】も参考にしてください。 

市有地 導入したい施設 理由 

（記入例） ｱﾝﾃﾅｼｮｯﾌﾟ 地域の人や学生、通勤客など多種多様な人が集まれるため 

①旧バス 
センター 

 
 

 

②旧バス 
センター横 

 
 

 

③暫定駐輪場  
 

 

 

 

 

 
 
３．ご意見の公正を期するため下記の項目に記述をお願いします。（※必須） 

①氏名（又は所属団体名）                       ③電話番号                   
  ②住所                                                       

 
※ ご意見を正確に把握する必要があるため、電話によるご意見はお受けいたしておりません。また、提出い

ただいたご意見に対する個別の回答はいたしかねます。あらかじめご了承ください。 
※ 提出いただいた個人情報は、横浜市個人情報の保護に関する条例に則り、適正に管理し、ご意見の内容に

不明な点があった場合の連絡・確認といった、本件意見公募に関する業務にのみ利用させていただきます。 
 
※ 提出期限及び方法：平成 24年 6月 15日までに下記の場所にお届けいただくかﾌｧｯｸｽ、e-mail での送信

をお願いいたします。また、戸塚区役所区政推進課でもお預かりいたします。 
※ 提出様式は独自のものをお使いになっても構いませんが、２．の項目（氏名（又は所属団体名）、住所、
電話番号）については必ず明記するようお願いいたします。 

 
提出先（事務局） 〒231-0017 横浜市中区港町 1-1  

横浜市都市整備局市街地整備推進課 白井、野澤、藤田 
ﾌｧｯｸｽ：045-664-7694 e-mail：tb-daisankatsuyou@city.yokohama.jp 

 
 

平成２４年 ５月１８日 

各 位 

 

横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議 

 

 

横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議における 

市有地活用案募集について（お知らせ） 

 

時下 ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 

日ごろから戸塚駅周辺のまちづくりについて、ご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し

上げます。 

さて、戸塚駅西口第３地区に存する市有地の活用について検討していくため、地元

代表者を中心とした「横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議」を設置しまし

た。 

今回、市有地活用検討の参考とするため、戸塚駅西口第３地区の関係者様よりご意

見をいただくこととしました。市有地活用に関するご意見がありましたら、ご記入の

うえ、平成２４年６月１５日までに下記お問い合わせ先まで、ご送付願います。 

 なお、「第 1回横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議」の会議録も同封いた

しましたのでご確認ください。 

 

 

※ 横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議にて、いただいたご意見を参考に市有地

活用の検討を行います。 

なお、皆様からいただいたご意見及び回答は、後日、個人情報以外を公開させていただ

きます。 

※ ご提出いただいた個人情報は、横浜市個人情報の保護に関する条例に則り、適正に管理

します。 

 

 

問い合わせ先（事務局） 

横浜市都市整備局市街地整備推進課   

担当 白井、野澤、藤田   

ＴＥＬ 045-671-2720  ＦＡＸ 045-664-7694   

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/seibisuishin/ 

shingikai/daisan-katsuyou.html 

事例【用途・機能表】 

１．商業機能（家電量販店、ｱﾝﾃﾅｼｮｯﾌﾟ、娯楽施設（映画館、ｶﾗｵｹ店）、お客様駐車場、荷さばき共同施設など） 

２．業務機能（銀行、小規模なｵﾌｨｽの集合ビルなど） ３．健康・医療機能（温浴施設、ｽﾎﾟｰﾂｼﾞﾑ、診療所など） 

４．福祉機能（ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ、保育所、託児所など）     ５．交流機能（集会・研修所、広場、音楽ｽﾀｼﾞｵ、工房など） 

６．宿泊・居住機能（ホテル、住商マンションなど）   ７．その他公共・公益施設（公園、駐輪場、交番など） 

※一般的なものを例示しているため、実現が難しい用途機能も含まれています。 
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○現在の商店街を活かしたまち…(13) 

○独自の魅力を持ったまち…(10)  

○映画館を含む商業施設…(9)  

○戸塚の歴史を活かしたまち…(8)  

○福祉機能の充実したまち…(5)  

２．戸塚駅西口第３地区（商業系地域）にはどのような用途・機能があると良いと思いま

すか。【複数選択式】 

1 商業 

○小規模商店…(10) 

○ホームセンター…(5) 

○電機店…(5) 

○子供向け店舗…(4) 

○地元食品・商品販売所…(4) 

2 業務 

○オフィスビル…(1)  

3 サービス 

○映画館…(13) 

○商業を中心とした複合施設…(6) 

○保育所…(4) 

4 公益的施設 

○公園…(14) 

○市民活動拠点…(9) 

○警察署…(7) 

○駐輪場…(6) 

5 そのほか 

○イベントスペース…(4) 

○戸塚の歴史紹介施設…(4) 

１．戸塚駅西口第３地区について、どのようなまちになってほしいですか。（代表的な意見） 

「戸塚駅西口市有地活用について」のアンケート 集計結果 

■アンケート概要 

期間：平成 24 年４月１日から５月７日まで 

アンケート回収数：２２０件 

（広報区版にて回答：１８９件 区ホームページにて回答：３１件） 

 

※複数選択可のため、回答数の合計は 

アンケートの回収数とは一致しません。 

1 商業

99

2 業務

11
3 サービス

72

4 公益的施設

87

5 そのほか

32

記載なし

29

(      )

(      )(      )

(      )

(      )

(      )

 広報よこはま戸塚区版 アンケート集計結果 

＜代表的な意見＞ 

 

  



【町別回答数（全220件）】

居住地 回答数 割合 居住地 回答数 割合
戸塚 76 34.5% 秋葉 2 0.9%
汲沢 18 8.2% 小雀 2 0.9%
矢部 17 7.7% 品濃 2 0.9%
上倉田 15 6.8% 俣野 2 0.9%
下倉田 12 5.5% 舞岡 2 0.9%
上矢部 7 3.2% 南舞岡 2 0.9%
吉田 6 2.7% 前田 2 0.9%
名瀬 6 2.7% 上柏尾 1 0.5%
深谷 6 2.7% 川上 1 0.5%
柏尾 5 2.3% 平戸 1 0.5%
鳥が丘 4 1.8% 空欄 28 12.7%
原宿 3 1.4% 計 220 100.0%

広報よこはま戸塚区版  アンケート意見一覧 
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テーマ分類 まちのテーマ
まちのテーマから想定

されるイメージ
具体案

戸塚らしさを感じられるまち 地元名産品・特産品販売所

産直野菜を使ったレストラン

昭和の雰囲気を感じられる商店

道の駅

地元商店

桜並木

宿場町だった歴史を感じ
「東武ワールドスクエア」、「日光江戸村」の
ような施設

られるまち 戸塚宿や戸塚の歴史、名所・名跡案内

電線の地中化

「時の鐘」、「火の見やぐら」のようなシンボ
ル性のある施設

「町おこしプロジェクト」の拠点

平成の「戸塚宿」＝新しい伝統を作る場

宿場町風商店街

戸塚宿歴史館

独自の魅力をもったまち 個人店

他にはないブランドショップ

ショッピングモール

建物高、色調の調和した商店街

昔ながらの商店街

緑豊かなまち 公園

柏尾川の景観を取り入れた公園

区民が交流できる場所が イベントスペース

あるまち 市民活動支援施設

ボランティア団体紹介所

多世代交流スペース

緊急時避難場所にもなる市民施設

広場

パーティールーム

子供と高齢者の交流施設

日常必要なものが駅近に 子供向けのお店

あるまち ホームセンター

銀行

郵便局

病院

スポーツセンター

電器店

園芸品店

警察署

税務署

登記所

法務局

パスポートセンター

駐輪場

駐車場

図書館

ハローワーク

どのような用途・機能があると良いか

地域の魅
力づくり

(58)

第３地区にどのようなまち
になってほしいか

利便性
(51)



テーマ分類 まちのテーマ
まちのテーマから想定

されるイメージ
具体案

どのような用途・機能があると良いか
第３地区にどのようなまち

になってほしいか

土日も楽しめるまち 映画館

ボウリング場

劇場

寄席

博物館

ダンスホール

美術館

水族館

楽しく買い物ができるまち カフェ

雑貨店

もっと大きな農協の直売所

地場野菜、魚の直売所

活気ある商店街

デパート

ショッピングモール

アウトレットモール

百貨店

若者向けファッション店

アーケード

障害者にやさしいまち 作業所製作品販売所

送迎サービス

障害者用駐車場

障害者福祉保健支援施設

子育てのしやすいまち 保育所

遊び場

給食センター

学童保育

高齢者にやさしいまち 送迎サービス

福祉保健活動拠点

企業誘致

サクラス、トツカーナ、第三地区をつなぐ地
下街

災害対応型ビル

備蓄庫

外周道路の代替地

区が運営するインターネットカフェ

タクシー待機所

カーシェアリング

本格インド料理屋

柏尾川付近にJR改札口

展示ギャラリー

コンシェルジュ（地域の案内サービス）

役所機能の土日解放

楽しめる
(38)

その他

みんなに
やさしい
(23)



 
 
■意見回収数：３件 

1．戸塚駅西口第３地区を親しみと賑わいのある界隈を創出するためにはどのようなイメ

ージのまちになるとよいか 

どのようなイメージの

まち 

理由 

住みやすいまち 

便利なまち 

電球１つ買うにも困るような駅前だから 

再開発する前よりも不便になっているから 

 
 ２．検討対象の３か所の市有地について、導入したい機能や施設 

市有地 導入したい施設 理由 

旧バスセンター 

 

商業施設（映

画館・テナン

ト・スハﾟ・衣

類等物販・飲

食施設など） 

家電量販店 集客率向上のため。戸塚で用

事が済むようにしてほしい。 

近くにない 

人が集まる 
旧バスセンター横 

 

公園・広場 

暫定駐輪場 温浴施設 

映画館 

夜中まで施設オープン 

多種多様な人が集まる 

 
 
 
  

どのようなイメージの

まち 

 

・高齢者の住みやすいまち 

・若者が楽しく遊べるまち 

・人に（動物にも）やさしい、温かみのあるまち 

 

市有地 導入したい施設 

旧バスセンター 公園のよう

な広場 

公園 

旧バスセンター横 保育所、高齢者のグループホーム 

暫定駐輪場 小さな店の集まった市場、病院 

  

  その他 

  ・駐輪場を代替地にしてはいけない 

  ・営業規制がかかる用途に配慮すべき 

 

 

 

  

  ・戸塚駅西口交番の旧バスセンターを中心とした市有地への移転 

戸塚駅西口第３地区内関係者市有地活用案意見募集結果 

横浜市戸塚駅西口第３地区市有地活用検討会議設立までに寄せられた活用案 

 

戸塚警察署からの要望 



野澤
タイプライターテキスト

野澤
タイプライターテキスト
資料－７-２

野澤
長方形
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